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議題案（２）ＥＳＤのＳＤＧｓへの貢献について  

・ＳＤＧｓと、ＥＳＤとは同じなのですか。 
 持続可能な社会・世界を目指した国連の取り組みとしては全く変わりません。ＥＳＤは「Ｅ・ 
教育」を中心に進めていますが、ＳＤＧｓは、そのゴール（Ｇ・目標）を（ｓ・複数）列挙し

て、関係省庁や企業・自治体等も参画しやすくしたものです。 
 しかし、どんな取り組みでも人々が本気にならない限り、持続可能な世界は実現できません。

人の心に生涯消えない火を灯すのは、教育抜きには不可能です。イベントや成果競争だけで

はその場限りの取り組みにしかなりません。 
・ということはＳＤＧｓの推進においてもＥＳＤが重要であり続けるのですね。 
 そうです。八名川小学校のＥＳＤがＳＤＧｓアワードで受賞した理由もそこにあるのです。 
 ＥＳＤを踏まえた学習指導要領の考え方で学校教育をきちんと進めると、ＳＤＧｓの全ての

課題を小学校の６年間で網羅することができるのです。（パンフレット型紀要を開いていた

だき、八名川版ＥＳＤの「何を学ぶか」で示した「ＳＤＧｓ実践計画表」をご覧ください。

これもＳＤＧｓを視点としたカリキュラム・マネジメントの具体例と言えます） 
持続可能な社会を実現し続けるためには、だれもが、社会のそして世界の問題に気づき、そ

れについて学び、調べ、語り合い、実践を通じてより良い社会を実現し続けていかなくては

なりません。単なる知識だけの人間は通用しない時代なのです。 
・そのあたりに従来の教育とＥＳＤとの違いがありそうですね。 

基礎的な知識も理解力も重要であることは変わりません。しかし、今の時代ではスマートフ

ォンが１つあれば、どんな知識も一瞬で、誰にでも手に入れられるのです。求められている

のは問題に気づく力であり、その解決のために視点をもって様々な知見を組み合わせて活用

を図る能力、また、自分と異なる考えにも耳を傾け、新たな視点から考え直せる力なのです。 
・それは、従来の日本の学校教育では育ちにくい力ですね。 

 そうです。だから『ＥＳＤカレンダー』による学年毎の学びの構造化（カリキュラム・マネ

ジメント）が必要であり、『学びに火をつける』ことや発表する場面を用意することで（主体

的・対話的で深い学び）を実現するのです。それが『ＥＳＤの学び』であり、学習指導要領

に前文として示された教育改革の中心課題なのです。つまり、日本の学習指導要領は国際連

合や日本政府が推進しているＳＤＧｓ成功の鍵を握っていると言えるのです。 
・学校教育が日本の未来を変えるのですね。でも学校だけで良いのですか。 

 ＥＳＤが学習指導要領を通じて日本の未来を変える力を発揮できればＳＤＧｓへの偉大な貢

献ができます。さらに、企業や自治体・関係機関がＳＤＧｓを推進する際に、教え込みや、

成果を競わせる従来型の取り組み方法、あるいはイベント型・コンクール型の取り組みの愚

かさについてＥＳＤの視点から声を大にして戒めなくてはなりません。学びのないところに

は本気で取り組む人間が育たないのです。イベントで世界は変えられません。そのような学

びの時代を拓くための資料がこのパンフレットであり、実践を踏まえた研究冊子です。ご活

用ください。そして、ＥＳＤの学校づくりについて、どのように考え、どのように進めたら

良いのか、具体的にまとめたのが「学校発・ＥＳＤの学び」という書籍です。ＥＳＤは、形

だけまねしても上手くいきません。元になる考え方を踏まえて、これらをご活用ください。 

資料２－①－１ 


